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説 明 ２．医療経済実態調査の補足資料について 

  

 

 

 続きまして、「実－２－３」をご説明したいと思います。 

 

 「補足資料」となっています。こちらをご覧いただけますでしょうか。 

 

 こちらの補足資料についてでございますが、 

 

今回、実調では対象年度は当然、令和３年度と４年度ということになります。 
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 コロナ禍の病院・診療所などの収支状況につきましては、新型コロナウイルス 

感染症に関する診療報酬上の特例措置ですとか、 

  

 新型コロナウイルス感染症関係の補助金、 

 

もしくは費用も、「かかりまし費用」といった臨時・特例的な収益・費用による 

影響が多く含まれているということが推察されます。 

 

 この影響分について、どう考えるかということがございまして、 

 

診療報酬の議論にあたりまして、こうした影響分をなるべく除いていく、という

ことが必要かというふうに考えてございます。 

 

 また、直近で申し上げますと、令和５年度の足元については、賃金ですとか物価

高騰なども影響があろうかというふうに思っています。 

 

 また、コロナ感染症についても、類型変更によりまして医療費の変動がありうる

ということで、 

 

前提を置いた上で、３年度から５年度の状況についての推計を置いてございます。 
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 ２ページ目でございますが、一般病院全体の状況についてでございます。 

 

 令和３年度、令和４年度の医業利益率につきましては、 

 

コロナ報酬特例などによる収入ですとか、 

かかりまし費用などのコロナ影響を除いた場合、 

 

医業利益率はそれぞれマイナス 0.1％ほど減少するというふうな見込みでござい

ます。 
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 表がございますが、 

令和３年度はマイナスの 5.5％からマイナス 5.6％ 

令和４年度はマイナスの 6.7％からマイナスの 6.8％ 

というのが掲載してございます。 

 

  

 

 令和５年度におきまして、今回の医療経済実態調査における３年度から４年度に

かけての収入・費用の伸びを前提に、 

 

コロナの類型見直し、物価高騰、賃金上昇などの影響を踏まえて、 

機械的に推計しますと、 

 

医業利益率およびコロナ報酬特例等を除いた医業利益率については、概ねマイナ

ス 10％程度となる見込みでございます。 
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 続きまして、３ページ目でございますが、一般診療所、医療法人立の同様の利益

率についてでございます。 

 

 令和３年度、４年度の医業利益率につきましては、 

 

コロナ報酬特例などによる収入ですとか、かかりまし費用など、 

コロナ影響を除いた場合、 

医業利益率はそれぞれ 1.1％、1.4％程度、減少するというふうにしてございます。 

 

 コロナ後の令和２年度から４年度の平均、 

これを見ますと、報酬特例などを除いた場合ですが、 

この平均値はおおむね 5.6％程度。 

  

 コロナ前、平成 29 年から令和元年度にかけての平均は 6.2％となっていますの

で、こちらについては下回る見込みではないかというふうにしてございます。 
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 令和５年度につきましては、病院と同様に、 

医療経済実態調査による令和３年度から４年度の収入・費用の伸びを前提に、 

  

 コロナの類型見直しですとか、 

物価高騰、賃金上昇の影響などを踏まえ、推計しますと、 

0.7％程度、減少する見込みでございまして、 

 

医業利益率、コロナ報酬特例などを除いた医業利益率、見ますと、 

令和４年度と比較すると、 

ほぼほぼ、横ばいとなり得るのではないかという見込みでございます。 

 

  

 

 令和５年度、それぞれご覧いただきますと、 

 

医業利益率としては 7.6％。 

コロナ報酬特例などを除いた利益率、推計値でございますが、 

これを見ると 7.0％となってございます。 
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 医療機関等調査のご説明については以上でございます。 
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説 明 ３．保険者調査について 

  

 

 

 

 はい。続きまして、数理企画官でございます。保険者調査について、ご説明いた

します。資料「実－２－４」をご覧ください。 

 

 保険者調査は、保険者の決算、適用、給付の状況等に関する調査を行ったもので

ございまして、今回は令和３年度と４年度を調査したものになっております。 

 

 ただし、令和４年度については速報でございますので、ご留意いただければと思

います。 

 

http://chuikyo.news/
http://chuikyo.news/

